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長距離観測を考慮し両方向を変数とする DCf を推定する。 
研究論文 
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 なお，十分な精度を持つ軌道情報が与えられ，かつ精





Vf eDR         (1)  













































域側を 1E ，低域側を 2E とし，式(4)によってエネルギー
比 E を求める。 fsを 2PRF から 2PRF まで変化さ
せていき E の周波数 fsに対する関数を求める。 
  fff ss dffpE )(1    (2)  




















































       (4)  
 
3.3 ドップラーセンタ周波数の推定 
 )( fp が極大値の近傍において対称である場合，その
領域における E は，ほぼ線形となり E が 0 となる周
波数 fsが存在する。その周波数をドップラーセンタ周波
数 DCfˆ と推定する。 
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 そのため本研究では E の形状に着目し，前記問題点
を検出する方法を提案する。図8の横軸に周波数 fs，縦


















































(a) 正常なパワースペクトルにおける E  
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